
 
 

おわりに 

このガイドブックでは、視覚障害教育用の触察立体教材作成のための３Dプリン

ターの活用に焦点をあてて３Dプリンターの活用法を紹介しました。 

 近年の普及タイプの３Dプリンター、３Dスキャナー、そして関連するソフトウ

ェアの開発はめざましく、さらに発展していくものと思われます。３Dプリンター

の普及、発展は、視覚障害教育用の触察立体教材作成に大きな恩恵をもたらしてく

れることが大いに期待されます。 

 しかしながら、３Dプリンターがあれば何でもできるという誤解も生じやすいも

のです。３Dプリンターがあるから利用するという姿勢では、児童生徒が有効に活

用できる触察立体教材の作成は望めません。 

 ３Dプリンターが普及する前に、触察立体教材作成という観点から３Dプリンタ

ーに「できること」、「できないこと」、あるいは「データの作成や造形作業で留意

すること」などについて、しっかり理解啓発を図っていくことが大切であると考え

ます。そのような観点から本ガイドブックをまとめました。 

 この小冊子が、これからの触察立体教材の作成にいささかでも役に立つことがで

きれば幸いです。 
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